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【
書
誌
】

静
嘉
堂
文
庫
蔵
。
整
理
番
号
八
六
―
九
。
写
本
一
冊
。
袋
綴
。
本
文
料
紙

楮
紙
。
縦
二
三
・
〇
セ
ン
チ
、
横
一
五
・
六
セ
ン
チ
。
蔵
書
印
「
宮
島
本
」「
静

嘉
堂
珍
蔵
」。
無
地
薄
茶
色
の
表
紙
左
肩
に
「
六
帖
題
四
十
首
点
取
　
寛
政
八
年

千
蔭
　
春
海
　
合
點
　
判
詞
　
完
」
と
墨
書
。
内
題
「
六
帖
歳
時
部
四
十
首
」。
全

一
七
丁
。
題
一
行
、歌
二
行
書
き
。
総
歌
数
一
二
〇
首
。
本
文
は
岡
本
保
孝
筆
。

【
識
語
】

師
は
、
安
永
五
年
丙
申
に
う
ま
れ
、
文
政
七
年
甲
申
に
、
年
四
十
九
に
て
、

な
く
な
ら
れ
け
り
。
年
十
七
歳
の
と
き
、
春
海
を
師
と
さ
れ
た
り
。（
師
の
泊

文
藻
巻
三
に
奉
告
織
錦
斎
大
人
之
霊
誄
あ
り
。
そ
の
中
に
大
人
齢
四
十
七
尓

坐
世

之
時
、
浜
臣
十
七
歳
尓

弖
之
始
弖
ト
ア
リ
。）
寛
政
四
年
の
事
也
け
り
。
そ
れ
よ

り
三
と
せ
を
お
き
、
寛
政
八
年
に
藤
原
千
任
・
桑
門
雨
岡
と
歌
よ
ま
れ
た
る
。

此
三
人
の
歌
に
、
春
海
と
千
蔭
と
合
点
し
、
判
詞
を
添
た
り
。
そ
の
本
書
は
し

は
じ
め
に

「
古
今
和
歌
六
帖
」
に
採
ら
れ
た
題
は
、
特
に
「
六
帖
題
」
と
称
さ
れ
、
後

世
そ
れ
を
題
と
し
て
詠
歌
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。静
嘉
堂
文
庫
蔵「
六

帖
題
四
十
首
点
取
」（
以
下
、「
本
資
料
」
と
称
す
る
。）
は
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）

九
月
に
、
清
水
浜
臣
・
吉
田
桃
樹
（
１
）

・
藤
原
千
任

（
２
）

の
三
名
が
「
古
今
和
歌
六
帖
」

第
一
帖
歳
時
部
の
四
十
題
に
つ
き
各
一
首
ず
つ
詠
じ
、
橘
千
蔭
・
村
田
春
海
の

二
人
が
合
点
・
批
語
・
添
削
（
た
だ
し
千
蔭
の
み
）
を
施
し
た
点
取
和
歌
で
あ
る
。

浜
臣
門
人
の
岡
本
保
孝
に
よ
る
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
識
語
を
有
し
、
保

孝
自
身
が
処
々
に
注
を
付
し
、
考
証
を
加
え
て
い
る
。
本
文
は
岡
本
保
孝
の
筆

跡
で
（
３
）
、「
岡
本
況
斎
雑
著
」
一
一
六
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
書
誌
と
と

も
に
巻
頭
識
語
（
墨
書
）
を
掲
げ
る
。
な
お
、
識
語
中
の
傍
線
（
朱
引
）
は
原
文

の
ま
ま
、
頭
欄
に
記
さ
れ
た
岡
本
保
孝
に
よ
る
注
（
墨
書
）
を
括
弧
書
き
に
て

挿
入
し
た
。

橘
千
蔭
の
「
し
ら
べ
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

︱ 

静
嘉
堂
文
庫
蔵
「
六
帖
題
四
十
首
点
取
」
の
批
語
を
手
が
か
り
に 

︱

田

　

中

　

都

　

子
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か
ら
、
本
資
料
の
考
察
を
通
し
て
、
江
戸
派
と
称
さ
れ
る
歌
人
ら
の
詠
歌
活
動

の
実
態
の
一
斑
を
提
示
す
る
意
義
は
十
分
に
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
殊
に
、
詠

み
ぶ
り
に
言
及
す
る
批
語
に
は
、
歌
は
か
く
詠
む
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
千

蔭
・
春
海
そ
れ
ぞ
れ
の
重
ん
ず
る
作
歌
態
度
が
強
く
表
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、

三
人
の
作
者
が
詠
じ
た
歌
々
の
表
現
に
対
す
る
千
蔭
・
春
海
独
自
の
好
尚
も
垣

間
見
ら
れ
る
の
で
、
批
語
を
基
軸
に
考
察
を
試
み
る
。
な
お
、
今
回
は
紙
幅
の

都
合
上
、
千
蔭
の
批
語
の
特
色
に
焦
点
を
絞
っ
た
。

一
、
本
資
料
の
全
体
像

千
蔭
の
批
語
の
特
色
を
見
て
い
く
に
当
た
り
、
先
ず
、
本
資
料
の
全
体
像
を

示
す
た
め
、
全
一
二
〇
首
に
通
し
番
号
を
振
り
、
歌
題
、
作
者
、
合
点
・
添
削
・

批
語
の
有
無
を
一
覧
表
に
ま
と
め
て
示
し
た
。
凡
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
凡
例
】

一
、
全
一
二
〇
首
に
通
し
番
号
を
振
り
、
歌
題
と
作
者
名
を
入
れ
た
。
な
お
、

歌
題
は
本
資
料
の
本
文
に
従
い
、
濁
点
を
補
っ
た
。

一
、合
点
、添
削
（
千
蔭
の
み
）、批
語
の
有
無
を
丸
印
（
○
）
と
空
欄
で
表
し
た
。

ら
ず
。
此
一
冊
は
、
師
の
手
づ
か
ら
書
う
つ
し
お
か
れ
た
る
を
、
今
の
さ
ゞ
波

の
屋
の
あ
る
じ
よ
り
借
て
う
つ
し
取
ぬ
。

慶
応
三
年
丁
卯
七
月
　
　
況
斎
岡
本
保
孝

千
任
・
雨
岡
此
二
人
の
履
歴
お
の
れ
し
ら
ず
。
人
に
尋
ぬ
べ
し
。（
川
喜
多

真
一
郎
と
い
ふ
も
の
嘉
永
年
間
に
著
し
た
る
名
家
年
表
に
、
享
和
二
年
壬
戌

に
吉
田
雨
岡
没
、
年
六
十
六
ト
ア
リ
。
雨
岡
ト
云
名
同
ジ
ケ
レ
バ
書
出
シ
オ

ク
。
別
人
カ
同
人
カ
尋
ヌ
ベ
シ
。
師
ノ
泊

文
藻
ニ
モ
コ
ノ
人
ア
レ
バ
、
必

コ
ノ
人
ナ
ル
ベ
シ
。）
朱
書
は
保
孝
が
お
も
ひ
よ
れ
る
こ
と
ど
も
也
。
む
か

し
な
ら
ば
裏
書
に
す
べ
き
も
の
也
。

七
月
廿
三
日
　
保
孝
（
４
）

本
資
料
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
丸
山
季
夫
氏
が
『
泊

舎
年
譜
』
寛
政
八
年

の
条
に
「
九
月
藤
原
千
任
吉
田
雨
岡
等
三
人
に
て
、
六
帖
歳
時
部
四
十
首
を
詠

ず
。判
者
橘
千
蔭
・
村
田
春
海
な
り（
岡
本
保
孝
手
写
本
　
静　（５
））」と

触
れ
、ま
た
、

田
中
康
二
氏
も
『
村
田
春
海
の
研
究
』
所
収
年
譜
の
寛
政
八
年
の
条
に
「
九
月
、

清
水
浜
臣
・
藤
原
千
任
・
吉
田
桃
樹
「
六
帖
歳
時
部
四
十
首
」
を
詠
ず
。
判
者

は
千
蔭
・
春
海
。（
静
嘉
堂
文
庫　（６
））」

と
記
す
。
い
ず
れ
も
年
譜
に
お
け
る
記
述

事
項
に
止
ま
り
、
本
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
の
具
体
的
検
討
は
ま
だ
な
さ
れ
て

い
な
い
。

江
戸
派
に
お
い
て
重
き
を
な
す
歌
人
で
あ
る
清
水
浜
臣
が
詠
じ
、
同
派
の
代

表
と
も
言
え
る
橘
千
蔭
・
村
田
春
海
が
評
価
を
下
し
た
点
取
和
歌
で
あ
る
こ
と
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通
し

番
号

歌
　
題

作
者

合
　
点

添
削

批
　
語

千
蔭

春
海

千
蔭

千
蔭

春
海

1

は
る
た
つ
日

千
任

○

○

2

雨
岡

○

○

○

3

浜
臣

○

○

4

む
つ
き

千
任

○

○

5

雨
岡

○

○

6

浜
臣

○

○

7

つ
い
た
ち
の
日

千
任

○

○

○

○

8

雨
岡

○

○

9

浜
臣

○

○

○

10

の
こ
り
の
雪

千
任

○

○

11

雨
岡

○

○

12

浜
臣

○

○

○

13

ね
の
日

千
任

○

○

14

雨
岡

○

○

○

15

浜
臣

○

○

○

16

わ
か
な

千
任

○

○

17

雨
岡

○

○

18

浜
臣

○

○

19

あ
を
う
ま

千
任

○

○

20

雨
岡

○

○

21

浜
臣

○

○

○

22

な
か
の
春

千
任

○

○

23

雨
岡

○

○

24

浜
臣

○

○

25

や
よ
ひ

千
任

○

○

26

雨
岡

○

○

27

浜
臣

○

○

28

三
か
の
日

千
任

○

○

29

雨
岡

○

○

30

浜
臣

○

○

31

春
の
は
て

千
任

○

○

○

32

雨
岡

○

○

33

浜
臣

○

○
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34

は
じ
め
の
夏

千
任

○

○

35

雨
岡

○

○

36

浜
臣

○

○

○

37

衣
が
へ

千
任

○

○

38

雨
岡

○

○

39

浜
臣

○

○

40

卯
　
月

千
任

○

○

41

雨
岡

○

○

42

浜
臣

○

○

○

43

う
の
花

千
任

○

○

44

雨
岡

○

○

45

浜
臣

○

○

46

神
ま
つ
り

千
任

○

○

47

雨
岡

○

○

48

浜
臣

○

○

49

さ
つ
き

雨
岡

○

○

50

千
任

○

51

浜
臣

○

○

52

五
　
日

千
任

○

○

53

雨
岡

○

○

54

浜
臣

○

○

○

○

55

あ
や
め
ぐ
さ

千
任

○

○

○

56

雨
岡

○

○

○

○

57

浜
臣

○

○

58

水
無
月

千
任

○

○

59

雨
岡

○

○

○

60

浜
臣

○

○

○

61

な
ご
し
の
祓

千
任

○

62

雨
岡

○

63

浜
臣

○

○

64

夏
の
は
て

千
任

○

○

65

雨
岡

○

○

66

浜
臣

○

○

○

67

秋
た
つ
日

千
任

○

○

68

雨
岡

○

○

69

浜
臣

○

○
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70

初
　
秋

千
任

○

71

雨
岡

○

○

○

72

浜
臣

○

73

七
日
の
よ
ひ

千
任

○

○

74

雨
岡

○

○

75

浜
臣

○

○

76

あ
し
た

千
任

○

○

77

雨
岡

○

○

○

78

浜
臣

○

○

○

79

は
づ
き

千
任

○

80

雨
岡

○

81

浜
臣

○

○

82

十
五
夜

千
任

○

○

83

雨
岡

○

○

84

浜
臣

○

○

○

○

85

駒
ひ
き

千
任

○

○

86

雨
岡

○

○

87

浜
臣

○

○

88

な
が
月

千
任

○

○

○

○

89

雨
岡

○

○

○

90

浜
臣

○

○

91

九
　
日

千
任

○

○

92

雨
岡

○

○

93

浜
臣

○

○

94

秋
の
は
て

千
任

○

95

雨
岡

○

○

○

96

浜
臣

○

97

初
　
冬

浜
臣

○

○

98

雨
岡

○

○

99

千
任

○

○

100

神
無
月

千
任

○

101

雨
岡

○

○

102

浜
臣

○

103

霜
　
月

千
任

○

104

雨
岡

○

○

105

浜
臣

○
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二
、「
し
ら
べ
」
に
関
す
る
千
蔭
の
批
語

千
蔭
の
批
語
の
全
体
数
は
七
十
四
例
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
千
蔭
が
「
し

ら
べ
」「
調
」
の
語
を
用
い
て
評
す
る
批
語
の
用
例
は
、
通
し
番
号
９
・
17
・

39
・
55
・
59
・
62
・
69
・
79
・
87
・
88
・

115
・

119
の
計
十
二
例
で
あ
る
。
こ
の

調
べ
に
言
い
及
ん
だ
十
二
と
い
う
批
語
の
用
例
数
の
多
寡
を
判
断
す
る
た
め
、

千
蔭
が
同
じ
用
語
を
く
り
返
し
用
い
て
批
語
を
記
す
そ
の
他
の
例
を
、
こ
こ
で

確
認
し
て
み
た
い
。
調
査
し
た
用
例
の
中
で
主
だ
っ
た
も
の
と
し
て
は
、「
い

か
ゞ
」
十
五
例
、「
わ
ろ
し
」
九
例
、「
こ
と
わ
り
」
八
例
、「
猶
侍
る
べ
し
」
七
例
、

「
よ
し
」（
否
定
表
現
を
含
む
。）
七
例
、「
聞
え
が
た
し
」「
を
か
し
」（
否
定
表
現
を
含

む
。）
四
例
、「
ふ
と
出
た
り
」
三
例
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、「
い

か
ゞ
」「
わ
ろ
し
」「
猶
侍
る
べ
し
」「
よ
し
」
は
、頻
出
す
る
用
語
で
あ
る
上
に
、

意
味
す
る
内
容
が
幅
広
く
、汎
用
性
の
あ
る
詞
と
言
え
る
。「
聞
え
が
た
し
」「
を

か
し
」「
ふ
と
出
た
り
」
も
、
こ
れ
ら
の
語
ほ
ど
用
例
数
は
多
く
な
い
が
、
詞

の
持
つ
性
格
は
類
似
す
る
と
言
え
る
。
一
方
、「
こ
と
わ
り
」
は
、
歌
一
首
の

表
現
を
統
括
す
る
道
理
の
有
無
を
論
じ
る
際
に
用
い
ら
れ
る
詞
で
あ
っ
て
、
上

述
し
た
用
語
と
は
性
格
が
異
な
る
。
つ
ま
り
、
反
復
し
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う

点
で
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
当
該
歌
固
有
の
問
題
点
を
背
後
に
有
す
る
、
具
体

性
の
よ
り
高
い
詞
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て「
し
ら
べ
」と
い
う
詞
の
性
格
は「
こ

と
わ
り
」
の
同
類
と
見
な
さ
れ
る
。
し
か
も
、
汎
用
性
の
あ
る
詞
で
は
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、「
い
か
ゞ
」
の
十
五
例
に
次
ぐ
十
二
も
の
用
例
数
が
確
認
さ

106

神
　
楽

千
任

○

107

雨
岡

○

○

108

浜
臣

○

○

109

し
は
す

千
任

○

○

110

雨
岡

○

○

○

111

浜
臣

112

仏
　
名

千
任

○

113

雨
岡

○

114

浜
臣

○

○

115

う
る
ふ
月

千
任

○

116

雨
岡

○

○

117

浜
臣

○

118

年
の
く
れ

千
任

○

119

雨
岡

○

120

浜
臣

○

○
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よ
と
ゝ
も
に
こ
そ
久長

く

あ
し
か
り
け
れ

（
８
） (

あ
や
め
ぐ
さ
・
千
任
・
五
五)

千
云
、
し
ら
べ
わ
ろ
し
。

⑤
　
\
す
ゞ
し
さ
に
あ
か
ぬ
よ
ごの

間ろ
は
と
く
明
て

く
る
ゝ
ぞ
お
そ
き
六
月
の
そ
ら 

（
水
無
月
・
雨
岡
・
五
九
）

千
云
、
こ
と
わ
り
い
と
よ
け
れ
ど
、
し
ら
べ
は
よ
か
ら
ず
。

⑥
　
　
お
か
し
け
ん
罪
は
な
ご
し
に
は
ら
へ
つ
ゝ

す
が

く
し
か
る
け
ふ
に
も
有
哉 

（
な
ご
し
の
祓
・
雨
岡
・
六
二
）

千
云
、
こ
と
わ
り
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
初
句
よ
り
か
く
お
か
し

け
ん
な
ど
や
う
の
こ
と
も
て
い
ひ
出
れ
ば
、
か
な
ら
ず
し
ら
べ
よ

か
ら
ぬ
も
の
也
。

⑦
　
　
た
つ
秋
の
風
の
こ
ゝ
ろ
と
お
く
露
と

い
づ
れ
と
き
て
ふ
こ
と
を
し
ら
ば
や 

（
秋
た
つ
日
・
浜
臣
・
六
九
）

千
云
、
初
句
、
調
い
か
ゞ
。
一
首
も
と
ゝ
の
ひ
が
た
し
。

⑧ 

　 

大
空
に
雁
ぞ
な
く
な
る
み
づ
ぐ
き
の

を
か
べ
の
わ
さ
だ
時
や
す
ぐ
ら
ん 

（
は
づ
き
・
千
任
・
七
九
）

千
云
、
し
ら
べ
は
よ
ろ
し
け
れ
ど
、
は
づ
き
と
さ
だ
か
に
も
き
こ

え
ず
。

れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
調
べ
に
言
及
す
る
批
語
は
千
蔭
に
特
徴
的
で
、
歌
の
批

評
に
臨
む
上
で
明
確
に
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
窺
知
で
き
る
重
要
な
用
語
と
言

え
る
。

以
下
、
千
蔭
の
批
語
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
そ
の
用
例
を
挙
げ
、
検
討
す
る
。

な
お
、
用
例
の
掲
出
は
、
通
し
番
号
順
と
す
る
。
ま
た
、
春
海
の
批
語
に
つ
い

て
は
省
略
し
た
。

①
　
\
と
し
の
う
ち
に
た
ち
も
た
ゝ
ず
も
よ
の
中
の

春と
は
け
ふ
こ
ぞ
さ
だ
ま
り
に
け
れ　る 

（
つ
い
た
ち
の
日
・
浜
臣
・
九
）

千
云
、
こ
と
わ
り
は
し
か
り
。
し
ら
べ
は
ひ
く
し

（
７
）
。

②
　
\
せ
り
な
づ
な
つ
む
べ
き
ほ
ど
に
な
り
に
け
り
　

は
や
み
や
こ
人
野
べ
に
来
な
ゝ
む 

（
わ
か
な
・
雨
岡
・
一
七
）

千
云
、
初
句
に
か
く
い
ひ
出
る
は
し
ら
べ
わ
ろ
き
も
の
也
。
四
ノ

句
も
猶
侍
る
べ
し
。

③
　　

こ
ゝ
ろ
に
は
春
夏
を
し
も
わ
か
ね
ど
も

世
の
な
ら
は
し
を
衣
に
ぞ
し
る 

（
衣
が
へ
・
浜
臣
・
三
九
）

千
云
、
こ
と
わ
り
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
し
ら
べ
わ
ろ
し
。

④
　
　
菖
蒲
そ
こ
の
ね
ざ
し
は
や
ま
し
ろ
の
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ま
ず
、
調
べ
と
い
う
用
語
の
意
味
す
る
も
の
は
何
か
と
い
う
問
題
が
あ
る）

11
（

。

常
識
的
に
は
韻
律
の
如
何
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
各
歌
の
韻
律
構
造

を
考
え
て
い
く
こ
と
を
検
討
の
出
発
点
と
し
た
い
。な
お
、韻
律
の
問
題
を
扱
っ

て
い
く
上
で
不
可
欠
の
、
日
本
詩
歌
の
一
拍
を
何
音
と
見
な
す
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、
従
来
、
二
音
一
拍
説
が
主
流
で
あ
っ
た）

12
（

が
、
稿
者
は
、
近
年
提
唱

さ
れ
た
松
浦
友
久
氏
の
四
音
一
拍
説
に
依
拠
す
る）

13
（

。
松
浦
氏
は
、
一
音
が
そ
の

ま
ま
一
単
位
と
な
っ
て
い
る
リ
ズ
ム
を
「
音
節
リ
ズ
ム
」、
ま
た
、
四
音
を
一

拍
と
捉
え
て
、
そ
れ
を
単
位
の
基
調
と
し
た
リ
ズ
ム
を
「
拍
節
リ
ズ
ム
」
と
名

づ
け
、
そ
れ
ら
二
つ
の
リ
ズ
ム
が
「
相
互
に
関
連
し
つ
つ
、
し
か
も
相　（マ
マ
）い
異
な

る
事
象
と
し
て
機
能
し
て
い
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
、「
こ
の
両
者
（
稿
者
注
：「
音

節
リ
ズ
ム
」
と
「
拍
節
リ
ズ
ム
」）
は
―
詩
歌
に
お
け
る
「
韻
律
」
の
第
一
要
素
で
あ

る
と
い
う
意
味
か
ら
―
総
合
し
て
「
韻
律
の
リ
ズ
ム
」
と
名
づ
け
る
の
が
ふ
さ

わ
し
い
。
同
時
に
、
詩
歌
は
ま
た
意
味
表
出
の
言
語
で
あ
る
か
ら
、
意
味
上
・

概
念
上
の
リ
ズ
ム
を
具
え
て
い
る
。
こ
の
リ
ズ
ム
は
、「
韻
律
の
リ
ズ
ム
」
に

対
応
す
る
も
の
と
し
て
、「
意
味
の
リ
ズ
ム
」
と
名
づ
け
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い）

14
（

。」

と
し
、
考
察
に
お
い
て
「
韻
律
の
リ
ズ
ム
」
と
「
意
味
の
リ
ズ
ム
」
と
を
並
べ

て
図
示
す
る
形
を
と
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
も
、
双
方
の
区
切
り
方
が

可
能
な
場
合
に
は
、
同
様
の
形
を
と
り
考
察
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

第
二
節
で
掲
出
し
た
、
千
蔭
が
調
べ
に
難
色
を
示
す
用
例
を
再
度
こ
こ
で
確

認
す
る
と
、
①
、
②
の
初
句
・
四
句
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥
の
初
句
、
⑦
の
初
句
、

⑨
の
下
句
、
⑪
、
⑫
と
な
る
。
そ
の
中
か
ら
千
蔭
が
具
体
的
な
箇
所
を
指
定
し

⑨
　
\
武
蔵
な
る
小
野
の
荒
胡
馬
今
日
と
て
や

ひ
か
れ
い
づ
ら
ん
君
が
め
ぐ
み
に 

（
駒
ひ
き
・
浜
臣
・
八
七
）

千
云
、
下
句
、
猶
侍
る
べ
し
。
し
ら
べ
わ
ろ
し
。

⑩
＼
\
し
き
た
へ
の
衣
手
寒
し
さ
よ
ふ
け
て

ひ
と
り
い○

ざ
め
の
里
の
秋
風

（
９
） 

（
な
が
月
・
千
任
・
八
八
）

千
云
、
し
ら
べ
は
よ
け
れ
ど
、
長
月
と
さ
だ
か
に
も
き
こ
え
ず
。

⑪
　
　
神
無
月
ふ
た
つ
有
と
し
は
紅
葉
の

色
も
一
入
く
は
ゝ
り
に
け
り）

10
（

 
（
う
る
ふ
月
・
千
任
・
一
一
五
）

千
云
、
こ
と
わ
り
は
よ
け
れ
ど
、
し
ら
べ
わ
ろ
し
。

⑫
　
　
い
ざ
こ
ど
も
年
の
の
こ
り
を
か
ぞ
へ
見
よ

い
ま
い
く
か
有
て
春
に
な
る
ら
ん
　（
年
の
く
れ
・
雨
岡
・
一
一
九
）

千
云
、
し
ら
べ
わ
ろ
し
。

三
、
韻
律
構
造
か
ら
み
る
歌
の
「
し
ら
べ
」

本
節
で
は
、
和
歌
指
導
の
実
際
の
様
子
が
窺
え
る
一
次
資
料
を
見
て
い
く
中

で
、
そ
の
実
例
か
ら
、
千
蔭
が
一
体
い
か
な
る
歌
を
調
べ
の
良
い
歌
と
捉
え
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
歌
を
調
べ
の
悪
い
歌
と
捉
え
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し

て
み
た
い
。
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韻
律
構
造
上
の
問
題
点
は
見
出
せ
な
い
。

以
上
、
松
浦
氏
の
提
唱
す
る
韻
律
と
意
味
の
リ
ズ
ム
双
方
の
分
け
方
に
従
い

四
音
を
捉
え
て
き
た
が
、
千
蔭
が
も
し
意
味
の
リ
ズ
ム
を
優
先
さ
せ
る
立
場
を

と
っ
て
い
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、②
の
初
句
「
せ
り
な
づ
な
」
と
⑥
の
初
句
「
お

か
し
け
ん
」
に
関
し
て
、調
べ
が
悪
い
と
し
た
理
由
が
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

も
し
韻
律
の
リ
ズ
ム
を
優
先
さ
せ
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、「
な

づ
な
」
と
「
け
ん
」
と
い
う
各
々
の
一
語
の
不
自
然
な
区
切
れ
に
得
心
が
行
か

な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
「
は
や
み
や
こ
人
」
は
意

味
の
リ
ズ
ム
で
区
切
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
韻
律
構
造
か
ら

調
べ
の
難
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
意
味
の
リ
ズ
ム
を
考
慮
す
る
必
要
は
な

く
、
お
の
ず
と
韻
律
の
リ
ズ
ム
を
も
と
に
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
韻
律
の
リ
ズ
ム
で
区
切
る
場
合
に
一
語
が
二
つ
に
断
た
れ
て
し
ま
う

例
、す
な
わ
ち
②
の
初
句
「
セ
リ
ナ
ヅ
」「
ナ
×
×
×
」、②
の
四
句
「
ハ
ヤ
ミ
ヤ
」

「
コ
ビ
ト
×
」、
⑥
の
初
句
「
オ
カ
シ
ケ
」「
ン
×
×
×
」
の
三
例
に
対
し
て
は
、

こ
の
説
明
が
可
能
と
な
る
。

で
は
、
千
蔭
に
よ
っ
て
調
べ
が
悪
い
と
評
さ
れ
た
他
の
例
の
中
に
、
②
⑥
と

同
じ
難
点
を
指
摘
す
る
こ
と
の
で
き
る
句
は
確
認
し
得
る
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に

見
て
い
く
と
、
以
下
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
三
句
　「
ナ
リ
ニ
ケ
」「
リ
×
×
×
」

③
四
句
　「
ヨ
ノ
ナ
ラ
」「
ハ
シ
ヲ
×
」

④
初
句
　「
ア
ヤ
メ
グ
」「
サ
×
×
×
」

て
調
べ
を
難
じ
る
例
、
す
な
わ
ち
②
の
初
句
お
よ
び
四
句
、
⑥
の
初
句
、
⑦
の

初
句
、⑨
の
下
句
を
ま
ず
取
り
上
げ
る
。
以
下
に
各
々
の
五
音
ま
た
は
七
音
を
、

四
音
一
拍
説
に
基
づ
き
四
音
ず
つ
に
区
切
っ
て
図
示
す
る
。
そ
の
際
、
表
記
は

和
歌
本
文
の
引
用
と
区
別
す
る
た
め
片
仮
名
と
す
る
。
な
お
、（
　
）
内
は
意

味
の
リ
ズ
ム
、
×
印
は
休
音
を
示
す
。

②
初
句
　「
セ
リ
ナ
ヅ
」「
ナ
×
×
×
」（
又
は「
セ
リ
×
×
」「
ナ
ヅ
ナ
×
」）

四
句
　「
ハ
ヤ
ミ
ヤ
」「
コ
ビ
ト
×
」

⑥
初
句
　「
オ
カ
シ
ケ
」「
ン
×
×
×
」（
又
は「
オ
カ
シ
×
」「
ケ
ン
×
×
」）

⑦
初
句
　「
タ
ツ
ア
キ
」「
ノ
×
×
×
」（
又
は「
タ
ツ
×
×
」「
ア
キ
ノ
×
」）

⑨
下
句
　「
ヒ
カ
レ
×
」「
イ
ヅ
ラ
ン
」「
キ
ミ
ガ
×
」「
メ
グ
ミ
ニ
」

②
の
初
句
「
せ
り
な
づ
な
」
と
⑥
の
初
句
「
お
か
し
け
ん
」
は
、
韻
律
の
リ

ズ
ム
で
区
切
っ
た
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
な
づ
な
」「
け
ん
」
と
い
う
一
語
の

間
に
切
れ
目
が
入
り
、
不
自
然
に
音
が
分
断
さ
れ
る
。

②
の
四
句
「
は
や
み
や
こ
人
」
の
七
音
を
四
音
ず
つ
に
区
切
る
方
法
は
、
韻

律
の
リ
ズ
ム
に
限
ら
れ
る
。
も
し
、
意
味
の
リ
ズ
ム
で
区
切
ろ
う
と
す
る
な
ら

ば
、「
ハ
ヤ
×
×
」
と
「
ミ
ヤ
コ
ビ
（
ト
）」
に
二
分
さ
れ
、「
み
や
こ
人
」
が
四

音
に
収
ま
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
例
も
ま
た
、「
み
や
こ
人
」
と
い
う
一

語
が
、「
み
や
」
と
「
こ
人
」
の
間
で
切
り
離
さ
れ
、
不
自
然
な
位
置
で
音
に

切
れ
目
が
生
じ
て
し
ま
う
。

⑦
の
初
句
「
た
つ
秋
の
」と
⑨
の
下
句
「
ひ
か
れ
い
づ
ら
ん
君
が
め
ぐ
み
に
」

に
つ
い
て
は
、四
音
一
拍
で
捉
え
た
時
に
不
自
然
な
詞
の
切
れ
目
は
存
在
せ
ず
、
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初
句
、
⑪
の
初
句
、
⑫
の
初
句
・
四
句

【
韻
律
構
造
か
ら
は
調
べ
の
悪
い
要
因
を
説
明
で
き
な
い
例
】

⑦
の
初
句
、
⑨
の
下
句

考
察
す
べ
き
対
象
と
し
て
残
る
例
は
①
と
⑤
で
あ
る
。
双
方
の
韻
律
構
造
を

図
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
　「
ト
シ
ノ
ウ
チ
」「
ニ
×
×
×
」「
タ
チ
モ
×
」「
タ
タ
ズ
モ
」「
ヨ
ノ
ナ
カ
」

「
ノ
×
×
×
」「
ハ
ル
ハ
×
」「
ケ
フ
コ
ソ
」「
サ
ダ
マ
リ
」「
ニ
ケ
レ
×
」

⑤
　「
ス
ズ
シ
サ
」「
ニ
×
×
×
」「
ア
カ
ヌ
×
」「
ヨ
ゴ
ロ
ハ
」「
ト
ク
ア
ケ
」

「
テ
×
×
×
」「
ク
ル
ル
ゾ
」「
オ
ソ
キ
×
」「
ミ
ナ
ヅ
キ
」「
ノ
×
ソ
ラ
」

右
の
通
り
、
全
て
の
句
に
お
い
て
、
不
自
然
に
音
の
流
れ
を
遮
断
さ
せ
る
、

韻
律
を
無
視
し
た
詞
の
構
成
は
見
当
た
ら
な
い
。
つ
い
て
は
、
韻
律
構
造
に
お

い
て
難
を
見
出
せ
な
い
①
、
⑤
、
⑦
の
初
句
、
⑨
の
下
句
に
関
し
て
は
、
改
め

て
別
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
①
の
特
色
と
し
て
、

初
句
「
と
し
の
う
ち
に
」
の
字
余
り
が
挙
げ
ら
れ
る
。
字
余
り
に
つ
い
て
は
、

①
の
み
な
ら
ず
⑥
⑪
⑫
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
が
、
千
蔭
は
、
こ
れ
ら
の
字

余
り
句
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
全
一
二
〇
首
す
な
わ
ち
全

六
〇
〇
句
中
の
字
余
り
句
の
数
を
、
第
二
節
で
掲
出
し
た
用
例
を
も
含
め
て
調

査
す
れ
ば
、
そ
の
数
は
三
〇
に
上
る
。
し
か
し
、
そ
の
句
を
捉
え
て
調
べ
が
悪

い
と
難
じ
る
千
蔭
の
批
語
は
皆
無
で
あ
る
）
17
（

。
要
す
る
に
千
蔭
は
、
字
余
り
そ
の

も
の
に
つ
い
て
は
、
調
べ
を
悪
く
す
る
要
因
と
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
と
み
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

結
句
（
添
削
前
）　「
ヒ
サ
シ
×
」「
カ
リ
ケ
レ
」

⑥
三
句
　「
ハ
ラ
ヘ
ツ
」「
ツ
×
×
×
」

四
句
　「
ス
ガ
ス
ガ
」「
シ
カ
ル
×
」

⑨
初
句
　「
ム
サ
シ
ナ
」「
ル
×
×
×
」

⑪
初
句
　「
カ
ミ
ナ
ヅ
」「
キ
×
×
×）

15
（

」

⑫
初
句
　「
イ
ザ
コ
ド
」「
モ
×
×
×
」

四
句
　「
イ
マ
イ
ク
」「
カ
ア
リ
テ
×）

16
（

」

②
よ
り
順
に
、
一
語
が
途
中
で
不
自
然
に
切
れ
る
詞
を
指
摘
す
る
と
、「
け

り
」、「
な
ら
は
し
」、「
菖
蒲
」、「
久
し
か
り
」、「
つ
つ
」、「
す
が

く
し
か
る
」、

「
な
る
」、「
神
無
月
」、「
こ
ど
も
」、「
い
く
か
」
と
な
る
。
④
の
結
句
「
久
し

か
り
け
れ
」
に
つ
い
て
は
、
千
蔭
は
添
削
を
施
し
て
「
長
く
あ
り
け
れ
」
に
作

り
直
し
て
い
る
。「
長
く
あ
り
け
れ
」
の
七
音
を
四
音
ず
つ
に
区
切
る
と
、「
ナ

ガ
ク
×
」
と
「
ア
リ
ケ
レ
」
に
二
分
さ
れ
る
が
、
詞
の
切
れ
目
に
不
自
然
さ
は

な
く
、
音
の
流
れ
も
自
然
で
あ
る
。
要
す
る
に
、「
長
く
あ
り
け
れ
」
は
、
歌

の
意
味
内
容
と
韻
律
の
両
方
に
配
慮
が
な
さ
れ
た
詠
み
方
で
あ
る
の
に
対
し
、

「
久
し
か
り
け
れ
」
は
、
歌
の
意
味
内
容
の
み
心
に
か
け
た
詠
み
方
で
あ
っ
て
、

韻
律
に
ま
で
配
慮
が
行
き
届
い
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
結
果
に
よ
っ
て
千
蔭
が
調
べ
に
難
色

を
示
す
用
例
を
整
理
す
れ
ば
以
下
の
通
り
と
な
る
。

【
一
語
の
間
に
切
れ
目
が
入
り
、
音
が
不
自
然
に
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
例
】

②
の
初
句
・
四
句
、
③
の
四
句
、
④
の
初
句
・
結
句
（
添
削
前
）、
⑥
の
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の
下
句
を
見
て
い
く
。

⑨
の
下
句
に
目
を
や
る
と
、「
君
が
め
ぐ
み
に
」
と
「
ひ
か
れ
い
づ
ら
ん
」

が
倒
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
さ
ら
に
、
韻
律
構
造
か
ら
は
調
べ
の
難

を
見
出
せ
な
か
っ
た
⑤
の
「
く
る
ゝ
ぞ
お
そ
き
」
と
「
六
月
の
そ
ら
」
と
の
間

に
お
い
て
も
、倒
置
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。よ
っ
て
、⑨
の
下
句
と
⑤
は
、

倒
置
を
特
徴
に
持
つ
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
千
蔭
が

⑨
の
下
句
と
⑤
に
対
し
て
調
べ
を
難
じ
た
理
由
と
し
て
、
倒
置
の
存
在
を
考
慮

で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
り
に
、
倒
置
が
調
べ
の
問
題
に
関
わ
っ
て
い

る
と
想
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
が
一
体
な
ぜ
調
べ
を
悪
く
す
る
こ
と
に
繋

が
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
⑨
は
、

結
句
の「
め
ぐ
み
に
」が
四
句
の「
ひ
か
れ
」に
返
っ
て
か
か
る
。
そ
し
て
⑤
は
、

結
句
の
「
そ
ら
」
が
四
句
の
「
く
る
ゝ
」
に
返
っ
て
か
か
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、

倒
置
に
よ
り
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
が
下
か
ら
上
へ
と
逆
転
し
、
詞
の
続
き
具

合
が
素
直
か
つ
明
快
で
は
な
く
な
る
と
言
え
る
。

①
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
語
句
と
語
句
と
の
関
係
に
着
目
し
て
み
れ
ば
、
二

句
の
「
た
ち
も
」
と
「
た
ゝ
ず
も
」
と
に
お
け
る
並
立
の
関
係
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
。「
た
ち
も
た
ゝ
ず
も）

18
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」と
初
句
「
と
し
の
う
ち
に
」と
の
修
飾
・

被
修
飾
の
関
係
を
捉
え
て
み
る
と
、初
句「
と
し
の
う
ち
に
」が
、並
立
す
る
「
た

ち
も
」と「
た
ゝ
ず
も
」に
そ
れ
ぞ
れ
か
か
り
、「
た
ち
も
」と「
た
ゝ
ず
も
」が
、「
と

し
の
う
ち
に
」
を
各
々
受
け
る
。
要
す
る
に
、
並
立
の
関
係
が
存
在
す
る
こ
と

で
、
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
は
複
雑
化
し
、
詞
続
き
が
簡
単
明
瞭
で
な
く
な
る

以
上
、
①
、
⑤
、
⑦
の
初
句
、
⑨
の
下
句
に
つ
い
て
は
韻
律
構
造
か
ら
調
べ

の
難
点
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
調
べ
が
悪
い
と
評
さ

れ
た
歌
を
、松
浦
氏
の
提
唱
す
る
四
音
一
拍
説
に
従
い
、韻
律
の
リ
ズ
ム
に
拠
っ

て
見
て
く
る
と
、
調
べ
の
良
し
悪
し
の
尺
度
に
、
音
の
自
然
な
流
れ
に
配
慮
し

た
、
詞
と
詞
の
繋
が
り
具
合
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、

そ
こ
に
は
、
細
部
に
わ
た
っ
て
詞
続
き
を
重
視
す
る
千
蔭
の
姿
勢
が
感
じ
取
ら

れ
る
。
千
蔭
は
、一
首
を
構
成
す
る
各
句
の
中
の
韻
律
構
造
ま
で
を
も
重
ん
じ
、

ま
と
ま
り
を
持
っ
た
一
語
の
間
に
切
れ
目
が
入
る
こ
と
で
自
然
な
音
の
流
れ
が

遮
断
さ
れ
る
歌
を
、
調
べ
の
悪
い
歌
と
評
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
調
べ
の

悪
い
要
因
は
、
自
然
な
音
の
流
れ
を
途
切
れ
さ
せ
る
、
韻
律
を
無
視
し
た
詞
の

構
成
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
千
蔭
に
と
っ
て
の
調

べ
の
良
い
歌
と
は
、
歌
の
意
味
内
容
と
韻
律
の
双
方
に
心
を
配
っ
て
一
句
の
中

の
詞
を
構
成
す
る
こ
と
で
自
然
な
音
の
リ
ズ
ム
が
刻
ま
れ
る
歌
を
指
す
と
考
え

ら
れ
る
。四

、
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
か
ら
み
る
歌
の
「
し
ら
べ
」

前
節
に
お
け
る
考
察
の
結
果
、
①
、
⑤
、
⑦
の
初
句
、
⑨
の
下
句
に
つ
い
て

は
、
韻
律
構
造
か
ら
調
べ
の
難
点
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
本
節
で
は
視
点
を
変
え
、
語
句
と
語
句
と
の
関
係
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
改

め
て
調
べ
の
悪
い
要
因
を
探
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
は
、
千
蔭
が
具
体
的
な
箇
所
を
指
定
し
て
調
べ
を
難
じ
る
例
で
あ
る
⑨
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に
詠
み
込
ん
で
い
る
点
に
、
千
蔭
は
違
和
感
を
覚
え
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
が
、
本
資
料
に
収
め
ら
れ
た
全
一
二
〇
首
の
中
に
は
、
⑦
と
同
様
、

歌
の
冒
頭
に
、「
動
詞
＋
名
詞
」
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
名
詞

と
動
詞
が
主
述
の
関
係
に
あ
る
連
体
修
飾
表
現
を
置
く
歌
が
二
首
確
認
で
き

る）
19
（

。
し
か
し
、
千
蔭
は
、
そ
れ
ら
の
歌
に
つ
い
て
は
調
べ
に
言
及
し
て
い
な
い
。

⑦
の
初
句
と
、
そ
れ
ら
の
初
句
と
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
⑦
の

初
句
に
お
け
る
調
べ
の
難
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
の
だ
が
、
い

ま
だ
そ
の
答
え
を
見
出
し
得
て
い
な
い
。

調
べ
が
悪
い
と
評
さ
れ
た
歌
を
一
通
り
見
た
と
こ
ろ
で
、
最
後
に
、
調
べ
が

よ
い
と
評
さ
れ
る
⑧
⑩
を
、
韻
律
構
造
と
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
の
両
面
か
ら

確
認
し
て
み
た
い
。

⑧
　「
オ
オ
ゾ
ラ
」「
ニ
×
×
×
」「
カ
リ
ゾ
×
」「
ナ
ク
ナ
ル
」「
ミ
ヅ
グ
キ
」

「
ノ
×
×
×
」「
ヲ
カ
ベ
ノ
」「
ワ
サ
ダ
×
」「
ト
キ
ヤ
×
」「
ス
グ
ラ
ン
」

⑩
　「
シ
キ
タ
ヘ
」「
ノ
×
×
×
」「
コ
ロ
モ
デ
」「
サ
ム
シ
×
」「
サ
ヨ
フ
ケ
」

「
テ
×
×
×
」「
ヒ
ト
リ
×
」「
イ
ザ
メ
ノ
」「
サ
ト
ノ
×
」「
ア
キ
カ
ゼ
」

ま
ず
韻
律
構
造
を
見
る
と
、
右
の
通
り
、
ま
と
ま
り
を
な
す
一
語
の
音
の
流

れ
が
途
切
れ
る
不
自
然
な
詞
の
構
成
は
見
当
た
ら
な
い
。
次
に
、
語
句
と
語
句

と
の
繋
が
り
に
留
意
し
つ
つ
、
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
を
見
る
と
、
両
首
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
上
の
語
句
か
ら
下
の
語
句
へ
、
順
を
追
っ
て
素
直
で
明
快
な
修

飾
・
被
修
飾
の
関
係
に
あ
り
、
詞
続
き
は
、
な
だ
ら
か
で
あ
る
。
調
べ
の
よ
い

歌
は
、
韻
律
構
造
お
よ
び
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
と
も
に
難
が
な
く
、
一
首
を

と
言
え
る
。

倒
置
、
並
立
の
関
係
は
い
ず
れ
も
、
詞
と
詞
が
い
か
に
繋
が
る
か
と
い
う
、

そ
れ
ら
相
互
の
関
係
性
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う

に
韻
律
構
造
以
外
の
観
点
か
ら
調
べ
を
難
じ
る
理
由
を
考
え
た
場
合
に
お
い
て

も
、
千
蔭
が
調
べ
の
良
し
悪
し
を
判
断
す
る
基
準
は
語
句
と
語
句
と
の
繋
が
り

具
合
に
あ
っ
て
、
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
を
基
に
し
た
詞
続
き
が
要
点
で
あ
る

と
考
え
る
。
千
蔭
は
、
一
首
全
体
の
構
成
に
お
い
て
、
素
直
で
わ
か
り
や
す
い

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
を
結
び
つ
つ
、
上
か
ら
下
へ
と
順
を
追
っ
て
連
続
す
る

語
句
と
語
句
と
の
関
係
を
重
視
し
て
お
り
、修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
が
複
雑
で
、

詞
続
き
が
素
直
で
な
か
っ
た
り
簡
明
で
な
い
歌
を
、
調
べ
の
悪
い
歌
と
捉
え
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、千
蔭
に
と
っ
て
の
調
べ
の
良
い
歌
と
は
、

語
句
と
語
句
と
の
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
が
単
純
明
快
か
つ
自
然
で
、
上
か
ら

下
へ
と
順
次
な
だ
ら
か
な
詞
の
続
き
具
合
に
よ
り
、
淀
み
な
く
詠
み
果
せ
て
い

る
一
首
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦
の
初
句
に
つ
い
て
は
、
特
色
と
し
て
、「
秋
」
と
い
う
体
言
を
連
体
形
「
た

つ
」
が
修
飾
す
る
連
体
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

こ
の
連
体
修
飾
に
調
べ
の
難
が
あ
る
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
②

の
批
語
に
「
初
句
に
か
く
い
ひ
出
る
は
」、
そ
し
て
⑥
の
批
語
に
「
初
句
よ
り

か
く
お
か
し
け
ん
な
ど
や
う
の
こ
と
も
て
い
ひ
出
れ
ば
、」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

千
蔭
が
歌
い
起
こ
し
で
あ
る
初
句
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
連
体
修

飾
表
現
で
あ
る
「
た
つ
秋
の
」
を
、
あ
え
て
歌
の
印
象
に
大
き
く
関
わ
る
初
句
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飾
表
現
を
初
句
に
詠
み
込
む
歌
が
確
認
さ
れ
た
り
、
千
蔭
自
身
の
歌
の
中
に
、

韻
律
構
造
上
ま
と
ま
り
を
な
す
一
語
の
間
に
切
れ
目
が
入
る
歌
が
確
認
さ
れ
る

と
い
う
、
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
事
実
が
存
在
す
る）

20
（

こ
と
の
問
題
は
、
依
然
と

し
て
残
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
他
の
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注１
　
　
鈴
木
淳
氏
『
橘
千
蔭
の
研
究
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
二
九
頁
に
、

桃
樹
は
、
千
蔭
と
同
じ
北
町
奉
行
与
力
。
天
明
七
年
六
月
に

（
マ
マ
）当
時
、
年
番
与
力

の
任
に
あ
っ
た
責
任
を
問
わ
れ
、「
勤
柄
不
相
応
之
儀
」
を
理
由
に
、
い
わ
ゆ
る

「
寛
政
の
改
革
」
の
先
駆
け
に
よ
っ
て
家
族
も
ろ
と
も
放
逐
の
憂
き
目
に
遭
っ
た

こ
と
は
、
別
稿
「
天
明
七
年
の
橘
千
蔭
」
に
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
後
、

根
岸
に
隠
居
し
、
雨
岡
と
名
を
改
め
、
諸
国
を
歴
遊
し
て
『
槃
游
余
録
』
の
著

を
成
す
な
ど
し
た
。
和
漢
の
学
に
通
じ
て
、
歌
も
嗜
み
、
千
蔭
と
の
付
き
合
い

も
古
い
。

と
あ
る
。
ま
た
、『
譚
海
』（
依
田
学
海
著
、
杉
山
令
・
依
田
貞
継
評
、
鳳
文
館
、

一
八
八
四
年
）
の
巻
二
に
記
載
す
る
桃
樹
の
伝
記
に
は
、「（
前
略
）
橘
千
蔭
平
春
海

皆
其
石
交
也
。
　
　
　
　
　
　

所
レ
交
名
士
。
見
四
其
不
三
レ

孟
―
浪
二―
僥
―
倖
於
一
時
一
。
致
仕
削
髪
退
二―
居
東
叡
山
時
雨
岡
一
。
因
号
二

雨
岡

道
人
一
。（
後
略
）」
と
あ
り
、
桑
門
の
旨
を
記
す
。

２
　
　
注
１
所
掲
鈴
木
氏
同
書
三
一
〇
頁
に
、

（
前
略
）
真
淵
の
遺
墨
を
浄
書
し
た
の
は
、
跋
者
で
も
あ
る
藤
原
千
任
と
い
う
人

物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
名
前
及
び
跋
の
書
風
か
ら
し
て
、
千
蔭
門
人

で
あ
ろ
う
。『
琴
後
集
』
巻
十
二
「
県
居
翁
吉
野
長
歌
跋
」
に
「
藤
原
徳
之
」
と

あ
る
の
も
同
一
人
物
ら
し
い
。

詠
み
下
し
た
際
の
詞
の
続
き
具
合
も
、
耳
に
入
っ
て
く
る
音
の
響
き
も
、
自
然

で
滑
ら
か
に
仕
上
が
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

本
資
料
の
批
語
か
ら
読
み
取
れ
る
千
蔭
の
表
現
意
識
の
一
端
を
、「
し
ら
べ
」

に
着
目
し
て
捉
え
て
き
た
。

考
察
の
結
果
、
千
蔭
が
批
語
の
中
で
用
い
る
「
し
ら
べ
」
の
語
の
意
味
す
る

も
の
は
詞
続
き
で
あ
り
、
千
蔭
は
、
一
首
を
構
成
す
る
各
句
の
中
の
詞
の
構
成

に
お
い
て
は
、
音
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
一
語
の
ひ
と
続
き
を
重
視
し
、
ま
た
、

一
首
全
体
を
通
じ
た
詞
の
構
成
に
お
い
て
は
、
素
直
で
簡
明
な
修
飾
・
被
修
飾

の
関
係
に
よ
る
、
語
句
と
語
句
と
の
連
続
性
を
重
ん
じ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、調
べ
が
よ
い
と
千
蔭
が
評
す
る
歌
は
、韻
律
構
造
、修
飾
・

被
修
飾
の
関
係
と
も
に
難
が
な
い
こ
と
か
ら
、
千
蔭
に
と
っ
て
の
調
べ
と
は
、

韻
律
と
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
、
そ
の
双
方
に
心
を
配
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
、
本
稿
に
お
け
る
提
言
は
、
あ
く
ま
で
も
千
蔭
が
調
べ
に
言
い
及
ん

だ
歌
に
限
定
し
て
考
察
を
行
い
、
そ
の
結
果
か
ら
言
え
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の

で
あ
っ
て
、
⑦
に
お
け
る
連
体
修
飾
の
問
題
や
、
⑪
に
お
け
る
「
神
無
月
」
の

問
題
の
よ
う
に
、
本
資
料
の
中
の
、
千
蔭
が
調
べ
に
言
及
し
て
い
な
い
歌
や
、

千
蔭
自
身
の
詠
歌
を
も
考
察
対
象
に
含
め
た
場
合
に
生
じ
て
く
る
矛
盾
、
す
な

わ
ち
、
本
資
料
の
中
の
、
調
べ
が
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
歌
の
中
に
、
連
体
修
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９
　
　「
い
」
の
傍
の
○
印
は
朱
色
で
、
岡
本
保
孝
に
よ
り
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
一
首
に
は
「
い
ざ
め
は
ね
ざ
め
の
書
損
な
る
べ
し
。
一
首
の
う
へ
は
を
か
し
か

れ
ど
、
長
月
の
こ
ゝ
ろ
う
す
く
や
。」
と
い
う
春
海
の
批
語
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
中
の
「
い
ざ
め
は
ね
ざ
め
の
書
損
な
る
べ
し
。」
の
部
分
を
受
け
て
、
保
孝
が
以
下

の
考
証
を
加
え
て
い
る
。

い
ざ
め
の
里
、
六
帖
一
、
初
秋
、
五
、
夜
ひ
と
り
を
り
、
両
所
に
み
え
た
り
。

本
居
氏
古
事
記
伝
廿
八
オ卅

に
居
寤
清
水
ト
同
処
な
ら
む
と
の
考
あ
り
。
名
寄
に

は
、
い
ざ
め
の
里
あ
り
て
六
帖
を
二
首
ひ
き
た
れ
ど
、
お
の
れ
い
ま
だ
見
出
ず
。

猶
考
べ
し
。

10
　
　「
紅
葉
」
と
記
し
て
「
も
み
ぢ
ば
」
と
読
ま
せ
、「
ゝ
」
の
書
き
落
と
し
は
な
い
と
考

え
る
。
本
資
料
に
収
め
る
歌「
＼
　
紅
葉
は
か
つ
ち
る
べ
く
も
見
え
な
く
に
な
ど
こ
ゝ

ろ
な
く
秋
の
い
ぬ
ら
ん
」（
通
し
番
号
九
六
）
や
「
琴
後
集
」
七
二
五
番
（『
新
編
国

歌
大
観
』
歌
番
号
）
の
歌
を
、
同
様
の
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

11
　
　
千
蔭
の
歌
学
書
で
あ
る
寛
政
五
年
成「
真
幸
千
蔭
歌
問
答
」の「
千
蔭
が
答
ふ
る
文
」

お
よ
び
「
答
小
野
勝
義
書
」（
両
書
と
も
に
、
佐
佐
木
信
綱
氏
編
『
日
本
歌
学
大
系
』

第
八
巻
〈
風
間
書
房
、
一
九
五
八
年
〉
所
収
）
の
中
に
「
し
ら
べ
」
の
語
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、
具
体
的
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

12
　
　
土
居
光
知
氏
「
詩
形
論
」（『
土
居
光
知
著
作
集
第
五
巻
　
文
学
序
説
』
岩
波
書
店
、

一
九
七
七
年
版
。
た
だ
し
初
版
は
一
九
二
二
年
刊
行
。）、
高
橋
龍
雄
氏
『
国
語
音
調

論
』（
中
文
館
書
店
、一
九
三
二
年
）、日
本
音
声
学
会
編
『
音
声
学
大
辞
典
』（
三
修
社
、

一
九
七
六
年
）「
音
数
律
」（
無
署
名
）
の
項
、別
宮
貞
徳
氏
『
日
本
語
の
リ
ズ
ム
』（
講

談
社
、
一
九
七
七
年
）、
板
野
信
彦
氏
「
王
朝
和
歌
の
律
読
法
―
単
独
母
音
を
手
が
か

り
に
」（『
文
学
』
第
五
十
三
巻
第
六
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
六
月
）、
川
本
皓

嗣
氏
『
日
本
詩
歌
の
伝
統
―
七
と
五
の
詩
学
―
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
等
。

13
　
　
同
氏
『
リ
ズ
ム
の
美
学
―
日
中
詩
歌
論
―
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
一
年
）
第
[一]

篇

第
㈡
章
・
第
㈢
章
・
第
㈣
章
・
第
㈥
章
参
照
。
四
音
が
ひ
と
か
た
ま
り
と
な
っ
て
一

と
あ
る
。
ま
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
閏
八
月
七
日
付
栄
原
利
亮
宛
千
蔭
書
簡
」

の
一
節
を
紹
介
し
、
千
任
の
姓
通
称
を
「
加
藤
与
兵
衛
」
と
推
定
す
る
。

３
　
　
本
資
料
の
筆
跡
と
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
岡
本
保
孝
自
筆
稿
本
「
況
斎
随
筆
」

一
〜
二
〇
（
請
求
記
号 

八
三
一
‐
二
一
）
の
う
ち
、
自
筆
注
記
の
あ
る
資
料
の
筆
跡

と
を
比
較
し
て
同
筆
と
判
断
し
た
。「
況
斎
随
筆
」
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化

資
料
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て
お
り
、
一
〜
二
〇
の
う
ち
自
筆
と
注
記

さ
れ
て
い
る
資
料
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

三
―
毎
条
千
金
、
四
―
雑
纂
新
続
・
広
雑
纂
・
句
双
紙
摘
録
、
五
―
頭
字
類
考
、

六
―
名
数
類
考
、
七
―
仏
語
雑
考
、
八
―
和
漢
詩
文
随
手
録
、
九
―
と
り
か
へ

は
や
も
の
が
た
り
考
、
一
二
―
況
斎
出
典
、
一
五
―
傍
廂

繆
、
一
六
―
姓
序

捷
見
、
一
七
―
物
産
声
類
、
一
八
―
皇
国
名
医
伝
目
次
并
摘
録
、
一
九
―
観
稼

雑
録
、
二
〇
―
難
波
江
目
次
。

４
　
　
本
資
料
の
引
用
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
の
本
文
に
拠
る
が
、
引
用
に
際
し
て
は
通

行
の
字
体
に
改
め
、
濁
点
・
句
読
点
を
補
っ
た
。
ま
た
、
見
消
・
抹
消
な
ど
の
修
正

に
つ
い
て
は
、
修
正
後
の
形
で
示
す
こ
と
と
し
た
。

５
　
　『
泊

舎
年
譜
』（
私
家
版
、
一
九
六
四
年
）
八
三
頁
。

６
　
　『
村
田
春
海
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
四
〇
頁
。
　

７
　
　
添
削
の
施
さ
れ
た
箇
所
で
、
添
削
前
後
で
清
濁
が
異
な
る
場
合
は
、
添
削
後
の
形

を
優
先
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
和
歌
の
後
に
歌
題
・
作
者
・
通
し
番
号
を
（
　
）
に
入

れ
て
示
し
た
。
ま
た
、
見
せ
消
ち
は
「
〻
」
の
記
号
で
示
し
、
合
点
を
付
す
場
合
は
、

和
歌
の
上
に
、
千
蔭
は
細
斜
線
（
＼
）、
春
海
は
太
斜
線(

\

)

で
示
し
た
。
な
お
、

破
線
は
稿
者
に
よ
る
。

８
　
　「
菖
蒲
」
と
記
し
て
「
あ
や
め
ぐ
さ
」
と
読
ま
せ
る
例
は
「
万
葉
集
」

四
二
六
・
一
九
五
九
・
四
一
九
〇
・
四
一
九
九
・
四
二
〇
一
・
四
二
〇
四
番
（『
新
編
国
歌

大
観
』
歌
番
号
）
に
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、「
草
」
の
字
の
書
き
落
と
し
は
な
い
と
考

え
る
。
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こ
の
先
行
す
る
二
首
に
倣
っ
て
詠
ま
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、「
経
氏
集
」
と

「
草
根
集
」
の
流
布
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、「
草
根
集
」
よ
り
取
り
入
れ
て
詠
ん
だ
可

能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

19
　
　
通
し
番
号
三
二
「
＼
　
ち
る
花
を
を
し
み
が
て
ら
に
来
て
み
れ
ば
い
や
は
か
な
か

る
春
の
く
れ
哉
」（
千
蔭
の
批
語
な
し
。）、
通
し
番
号
七
二
「
ふ
く
風
の
そ
れ
と
は
な

し
に
わ
び
し
き
や
秋
の
し
ら
べ
の
は
じ
め
な
る
ら
ん
」（「
千
云
、
し
ら
べ
の
詞
、
ふ

と
出
た
り
。」）。

20
　
　
千
蔭
自
身
の
詠
歌
の
み
な
ら
ず
本
資
料
の
中
の
、
千
蔭
が
調
べ
に
言
及
し
て
い
な

い
歌
の
中
に
も
、
韻
律
構
造
上
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
一
語
の
間
に
切
れ
目
が
入
る
歌

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
倒
置
や
並
立
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
千
蔭
自

身
の
歌
お
よ
び
本
資
料
の
中
の
、
千
蔭
が
調
べ
を
問
題
と
し
て
い
な
い
歌
の
中
に
、

そ
の
用
例
が
確
認
さ
れ
る
。

〔
付
記
〕　
　
本
稿
は
、
平
成
二
十
一
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
集
会
（
一
一
月

二
二
日
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
席
上
、
御
教
示
・
御

意
見
を
賜
っ
た
方
々
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

― 

た
な
か･

さ
と
こ
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学 

―

つ
の
単
位
を
な
す
と
い
う
松
浦
氏
の
見
解
は
、
韻
文
の
リ
ズ
ム
を
考
え
る
上
で
、
参

考
に
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

14
　
　
以
上
、
注
13
所
掲
書
第
[一]

篇
第
㈢
章
・
第
㈣
章
参
照
。

15
　
　「
神
無
月
」
に
つ
い
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
を
検
索
す
る
と
、
あ
ま
た
の
用
例
が
目

に
と
ま
る
上
、
千
蔭
自
身
も
当
該
語
を
初
句
に
詠
み
込
ん
だ
歌
を
詠
じ
て
お
り
、「
う

け
ら
が
花
初
編
」
に
四
首
（
七
六
六
番
・
七
七
六
番
・
七
七
七
番
・
一
〇
二
三
番
）

確
認
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
づ
き
の
一
語
を
切
り
離
さ
な
い
よ
う
、
韻
律
に
配
慮
し
た
詞

の
構
成
を
最
善
と
し
な
が
ら
も
、
長
き
に
わ
た
り
歌
の
中
に
詠
ま
れ
て
き
た
詞
と
し

て
、
千
蔭
自
身
も
歌
に
詠
む
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

16
　
　
先
行
研
究
に
よ
り
、
句
中
の
単
独
母
音
音
節
は
先
行
音
に
接
し
、
と
も
に
一
拍
を

形
成
す
る
の
が
基
本
と
さ
れ
て
い
る
。「
い
ま
い
く
か
有
て
」の
句
に
関
し
て
言
え
ば
、

イ
で
は
な
く
ア
の
方
で
字
余
り
を
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
七
音
を
四
音
ず
つ
に
区
切
っ
て
図
示
す
れ
ば
、「
イ
マ
イ
ク
」
と
「
カ
ァ
リ
テ
×
」

と
な
る
。
字
余
り
に
関
与
す
る
母
音
音
節
が
ア
の
方
で
あ
る
と
結
論
付
け
る
こ
と
に

当
た
っ
て
は
、
毛
利
正
守
氏
「
萬
葉
集
の
字
余
り
―
句
中
単
独
母
音
二
つ
を
含
む
場

合
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
十
八
巻
第
三
号
、
一
九
八
一
年
三
月
）
に
お
け
る
考

察
を
参
考
と
し
た
。

17
　
　
た
だ
し
、
通
し
番
号
六
〇
「
＼
\
ふ
り
つ
み
し
ふ
じ
の
高
嶺
の
し
ら
雪
も
き
え
は

つ  

る
こ
ろ
に
な
り
に
け
る
か
な
」
の
歌
に
は
、
八
音
節
の
字
余
り
句
「
き
え
は
つ
る

こ
ろ
に
」に
お
い
て「
き
ゆ
て
ふ
こ
ろ
に
」と
添
削
が
施
さ
れ
、七
音
節
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
通
し
番
号
八
一
「
ほ
ど
も
あ
ら
で
い
ろ
づ
き
行
を
お
も
ふ
に
も
今
を
葉
月
と

う
べ
も
い
ひ
け
り
」
の
歌
に
は
、「
上
の
句
い
ひ
か
た
侍
ら
ん
か
。」
と
い
う
千
蔭
の
批

語
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
字
余
り
句
で
あ
る
初
句
が
、
難
色
を
示
す
上
の
句
に
含
ま

れ
て
い
る
。

18
　
　『
新
編
国
歌
大
観
』
を
検
索
す
る
と
、「
た
ち
も
た
ゝ
ず
も
」
の
用
例
が
「
経
氏
集
」

六
四
番
と
「
草
根
集
」
七
九
四
三
番
に
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
当
該
表
現
は
、




